
　　
　東御市文書館
２号
　　　　　令和２年１月
　　　　　　

☎東御市文書館直通　0268‐67‐3312　　東御市教育委員会文化財係直通　0268‐75‐2717
文書館のメールアドレスができました。

bunshokan@city.tomi.nagano.jp

　　　　　　　　　　　　　ご利用ください。

௹ʝʊभ˘᥄ʎʬ
ɰɰɰʐˇʭʥʊ๳ોషχʴכ௥౼˘ʚᎭιʝ˄ʟ

卯う

こ
ん

れ
い

こ
ん
　
　
だ
て

ち
ょ
う

　

　

婚

禮

献

立

帳

目録№904-１

　これは、中曽根村庄屋荻原家に伝わる天保二年（1831）の結婚式でふるまった料理の

　献立表の表紙です。庄屋を取りまとめていた大庄屋の婚礼では一体何を御馳走していたので

　しょうか。表紙をめくって中を覗いてみましょう。
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　表紙は縦長ですが、中身はこんな風

　に横長に書かれている物が多いです。

　「横長半」「横帳」など色んな呼び

　方がありますが、一枚の紙を下か

　ら折って使っています。

三ツ組盃

御吸物　 下には具材が書いてあります。

せり・かも・長いも　のお吸物だと判ります。

銚子　かん酒

この帳面は全部で12ページありますが

そのうち10ページに、献立と食材が書か

れています。

今は式場での結婚披露宴が一般的ですが

昭和の中頃まで、自宅での結婚披露宴

を執り行った家もありました。

江戸時代には、何日も宴を催したと言われ 盛硯蓋　 赤うをうまぎ（赤魚うま煮）

ますが、この荻原家文書の中には「御吸物」 むきいび（むき海老）

の文字が4箇所あり、全て具材が異なります。 こうたけ（香茸）

盛硯蓋（もりすずりぶた）とは、硯箱の蓋 やきいも（焼き芋）

に口取肴（くちとりさかな）と呼ばれる、 みかん

おもてなしの料理を盛り、お吸物と一緒に 丼 かづの子（数の子）

最初に出す料理です。

どうですか、皆さんのお宅のお正月料理と、どこか似ていませんか？

荻原家文書には、村の様子や当時の社会の様子が判る古文書もたくさんあります。

これからもご紹介しますので、楽しみにしていてください。

また、江戸時代の古文書を見て触ることもできますので、ぜひ、文書館にお越しください。

<土偶展>が終了しました。
市内をはじめ県内外の多くの方々
にご来場いただき、ありがとうござ
いました。

　　文化財展示室の土器や石器は、

　開館曜日：月曜日～金曜日 　　常設展示しておりますので

　開館時間：午前9時～午後5時 　　いつでもご覧いただけます。

　　開館時間内にお出かけください。


